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〔概 要 〕　 高 度 情報通 信 社 会 に お け る 今 目，IT 立 国 は ，中 国 の 基 本 国 策 の
一

っ で あ る 。
　 ICT

を利 用 した 教 育 は ，21 世 紀 に 向 け 新 た な教 育課 題 と し て
， 重 要 視 され て い る 。 本 研 究 で は ，

中国 に お け る 中学校 の 生 徒 を対 象 に ICT を 利 用 した 教育 の 現 状 を 把 握 し，効 果 的 な授 業 技

術 の 検討 を 目 的 と して い る 。 本 稿 で は ， 黒 龍 江省 佳 木 斯 市第 十 九 中 学校 を事 例 と し，ア ン

ケ
ー

ト調 査 を 通 し， ICT を利 用 した 教 育 の 現状 に 見 られ る 課題 に つ い て 検討 した の で ， こ

こ に 報告 す る 。
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1 ，は じ め に

　変革の 情報 化時 代 と呼ばれ る今 日， ICT を

利 用 した教 育 は ，よ く耳 にす る 。 定義か らみ

る と，教科 の 目標 を最大 限 に達成 す る た め に
，

各教科 で 情報 通信 技術 （Information 　 Co   u

nication 　 Technology）を道 具 として利 用 す る

教育だ と認 め られ る。中国 は，1980 年代 か ら

の 経 済改革を き っ か け に ，社 会 は 昔 と比 べ ，

大 き く変貌 して い る。社 会 シ ス テ ム は も ち ろ

ん の こ と，今ま で 人間 が培 っ て きた 理 念や 思

考 ま で も変化 し て い る。近年 ，
IT 立 国 の 基本

国 策 の も と で ，教 育改革 の 中心 （素質 教育 と

い う） の 推 進 の 歩み と合 致 す る た め に ，
ICT

を 利用 した 教育は ，効 果 的な授 業技術 の
一

っ

と し て ，着 目 され っ つ ある 。 （こ こ で 言 う中国

の 素質教育 とは 個 々 の 有す る潜在的 な 素質 を

伸 長す る こ とで あ る 。 ）

　 中国の 各学 校 は ，児 童 ・生徒 の 獲 得競争 の

も とで ，21 世紀に 向 け
“
特色 あ る 学校

”

を 作

るた め に ，力 を入 れ て い る。 コ ン ピ ュ
ータ 、

テ レ ビ 、電 子 黒板 等様 々 な教 具を導入 し た 学

校 （財務的 に豊 か な学校）は ， 以前よ りは る か

に多 くな っ た。そ こ で ，教具 を用意 した が ，効

果 的 な授 業利 用 ， ICT を利 用 した 教育 の 推進

及 び 情報 教育 の 展 開は 今 日の 課題 で あ る。

2 ．研 究 の 必 要性

　 中国 に お け る ICT を利 用 し た教 育 の 研 究 の

必 要性 は ，大 き く分 け る と，社会的 と教 育的 背

景 に よ る。

　社会的背景 ： 経 済 、政 治等 の 総合 実 力の 競

争が激 し い 今 日 ， 競争 の 実質は ，国 民素質 で あ

る。国民 の 素質を高め る重 要な
一

環 は ， 教 育だ

と認 め られ る 。 中国で は ，従来の 受 験教 育は，

国民の 素 質 を高め る現 代社 会 の 要求 と合致 せ

ず ，素質教 育 へ 転換す る必 要 が あ る。

　高度情報 通信社会 に お ける 今 日，2005 年 中

国モ バ イ ル 通 信国際フ ォ
ー

ラ ム の 調査 に よ る

と ， 中国 で イ ン タ
ーネ ッ トを利 用 す る人数 は ，

す で に 1億 近 くに な っ た と報 告 され て い る 。

情報 化の 普及 に 伴 っ て ，2006 年か ら ，
CERNET

（Chinese 　Education 　under 　Research ）　と い

う
“
教育情報ネ ッ ト ワ ーク

”
を全 面 的 に 推 進

して い る 。

　教育的 背景 ： 90 年代 以 来 ，中国 は ，全力的

に 素質教育を教育改革の 中心 と し，推進 して

い る。教 授 　学習過程 の 視 点か ら，素 質教育

は ，全 人的 な発展 、全 面的 な発展 、個性 の 伸

長，三 っ に 分け られ る 。 個性 の 伸長 と全面的

な教 育 を提 唱す るも とで ，従来 の 系統 学習等

の 授 業観 （行動主義 に あた る） か ら開 発学習

或 い は 主体 的学習 の 授 業観 （構成 主義 に 当た

る） へ 転換 しな けれ ば な らな い 。

　 中国で は ， 子 ども を主体 とし ， わ か る 、 楽
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し い 授 業が ，最近 注 目され る よ うに な っ た。

ICT社 会 に お い て ，ICT を利用 した 教育も重視

す る 必 要が あ る 。

3．黒龍 江 省佳木 斯 市第十 九 中学校の 授 業風 景

図 1，【国語 の 擾業 ） 図 2．（コ ン ビ a 一タ の 授 業）

4，ア ン ケ
ー

ト調査

　中国 の ICT を利用 した授業 の 現 状把握及 び

情報 教育 に つ い て ，以 下 どお りに 調査 を実施

した 。

［対象 者］

　黒 龍江 省佳 木 斯市 第十 九中学校 の 生徒 1年

　生 50 名 ，
2 年 生 50 名　合 計 100 名

［実 施 日］

　 2006 年 7 月 1 ，2 日

匚調 査 内容］

　本 調 査 で は ，42項 目 の 質問 を実施 した 。 本

稿 で は ，そ の
一

部 を 報告す る 。

質問  授 業終了 後 は

結果 ： 1．塾 や習 い 事 45 ％　2．家族 と 380／。

　 　 　 3．友 人 と 14％ 　 　 　4．1 人 で 3％

質問   コ ン ピ ュ
ー タ や イ ン タ ーネ ッ ト利 用

　　 　学 習 への 興 味

結果 ： L 大変あ る 46％　 2．少 し 38％

　 　 　 3．あ ま り 6％ 　 　 　4．な い 10％

質 問   コ ン ピ ュ
ー

タや イ ン タ ーネ ッ ト利用

　　 　学習

結果 ： 1．よ く知 っ て い る 18％ 2．少 し 42％

　 　 　 3．聞 い た こ とが あ る 36％

　　 　4，知 らな い 4％

質問  授業 で の ビ デ オ 、
コ ン ピ ュ

ー
タ利 用

結 果 ： 1，よ く利用 20％　2．時 々 21％

　　 　3，あ ま り 40％　　 4．利用 し な い 19％

質問   コ ン ピ ュ
ータ を 利 用 し た 授 業 の 頻 度

結果 ： 1．多 く受 けた 19％　 2．時 々 46％

　　 　3．あ ま り　 30％　 　 4，利用 しな い 5％

質 問   コ ン ピ ュ
ータ を利用 し た授 業 の 関心

結果 ： 1．と て も楽 し い 39％　2，少 し 楽 し い 52％

　　 　3．あ ま り 5％　 　 　 4．楽 し くな い 4％

詳
覊

磬
 

囓

質問  著作権 の 意味

結果 ： L よ く知 っ て い る 22％　2．少 し 30％

　 　 　 3．聞 い た こ とが あ る 30％

　 　　4．知 らない 18％

質問   メ
ー

ル や チ ャ ッ トだ け の 友 達

結 果 ： 1．い る 55％　 　 　 2．い な い 45％

質問   コ ン ピ ュ
ータ ゲ

ーム

結果 ： 1．よ くす る 30％　 2．時 々 38％

　 　　3．あ ま り 20％　 　 4．し な い 12％

質問   イ ン タ ーネ ッ トを利 用 した犯 罪

結 果 二 1，よ く知 っ て い る 21％ 2．少 し 44％

　 　　3，あ ま り 12％　 4，知 ら な い 23％

5．考察

　 質問  の 調査 結果 よ り，第十 九 中学校 の 1

年 、2 年 生 の 45％ は ， 授 業終 了 後 ， 塾や 習 い 事

で 過 ご して い る 。 学 力達成 度 を重視す る受験

教 育 の 現 状 の も とで ， 塾や 習 い 事 を保 護 者 に

よ り強制 され て い る 点が 目立 っ 。

　質問  、  、  、  、  の 調 査結果 よ り ，
ICT

を利 用 し た 教育に対 し ， 生徒 の 高 い 意欲 と利

用 不足 の 現 状が 明確 に な っ た。例 えば，質 問

  、  に つ い て ，約 85％以上 の 生 徒 は ，ICT を

利 用 した教 育に 興味 を持 っ て い る と回 答 した 。

そ れ に対 し て ， 質 問   、  、  よ り ， ICT を利

用 した 教 育に関す る知 識 お よ び利 用 不 足 の 現

状 を反映 した 。

　質問   、  よ り，55％ の 生 徒 は ，メ ール チ ャ

ッ トだけ の 友達 を持 っ て い る。68 ％ の 生徒 は，
コ ン ピ ュ

ー
タ ゲ ーム を 良 く ま た は 時 々 す る と

回 答 し て い る。 し か し ，質問  、  を通 し て ，

情報 に対 す る 責任 な ど の 意識 面 に お い て ，約

50％以 ヒの 生徒 た ちは ，欠如 して い る こ とが

明 らか に な っ た 。

　 6，ま とめ

　本調 査 を通 して ， 3 つ の 課 題 が 明 らか に な

っ た 。 （1） 素質教 育を推進 して い る が ， 受験

教 育 は ，まだ 中国の 教 育社会 で は 深 く根付 い

て い る。 （2） ICT を利用 した 教育に 対す る生

徒 の 関心 、意欲等 と実 際 の 学習 不 足 の 矛 盾。

（3）コ ン ピ ュ
ータ 、携 帯電話等 の 情報 メ デ ィ

ア の 広範 的な利用 と情 報社会 に 参画 す る態 度

の 学習欠 如 。

参 考 ： 2004 年 2 月一4 月 実施 し た 山東 省 学校 の ア ン ケ
ー

ト

（研 究 者 　 林 徳 治 　盧 雷 ） を 参 考 に し，作成 した。
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